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腿．はじめに

　近年米国市場においてはクルーザモデルの台頭

が著しく，その中にあって伸長率が極めて大きく

脚光を浴びている分野にツーリングカテゴリが挙

げられる．しかしながら、現在このカテゴリに属

するモデルは，クルーザを基本としているがツー

リング性能に劣るもの、あるいはツーリング性能

は満足しているがモータサイクルらしさに欠ける

という両極端しかないのが実状である．

　こうした現状を踏まえ，本モデルは1995年に発

表された人型クルーザであるロイヤルスターをベ

ー スにその雰囲気を崩すことなく，ツーリング性

能を満足させた本格的人陸横断型長hll　i離ツーリン

グモデルを日指して開発されたものである．

目開発の獅・

　ターゲットとするユーザーの多くは比較的年齢

層が高く，またライディング経験も凹富なモータ

サイクルを熟知した人々である．もちろん、彼らは

ツーリングを愛好し少なくとも年間2～3週間程

度のロングツーリングを行っており，彼らにとっ

て大陸の横断や縦断は特別なこととはなっていない．

北米大陸の東海岸と西海岸は3，000マイル強の距離

があり，これを横断するには毎ll400～500マイル

を休みなく走行したとして約1週間程度が必要で

ある．こうしたことを前提にして開発に当たり，

技術的課題として以ドの4点を掲げて取り組んだ．

（11フリーウェイでの余裕ある追い越し加速性能を

　はじめ，適度な最高速並びにそれらに伴う高速

　走行安定性や中低速での適度な操舵性、そして

　長距離ツーリングに欠かせない航続距離などの

　ツーリング性能を満足させながら，乗る楽しみ

　であるハルス感を失わせないこと．

②メインライダーだけではなくパッセンジャーに

　対しても凹かな居住性を提供し、長距離ツアラ

　ーとして1・分なウェザプロテクションなど，ひ

　とクラスヒ0）快適性を持たせること．

3＼積載性、オーディオ，クルーズコントロールな

　ど必要かつ充分なツーリング機能や装備を持たせ，
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　なおかつそれらがライダーにとって負担となら

　ない，扱いやすい操作性であること．

④ロイヤルスターの基本シルエットを可能な限り

　継承し，品質感をさらに向上させオーナーシッ

　プを誇れることはもちろん，モータサイクルら

　しさを強調させ，アフタマーケットなどのアク

　セサリ装着性を極力考慮すること．

エンジン関係

対し最大出力で約30％，最大トルクで約7％の向

上が得られた．

　一方，快適性や楽しさをだすにはエンジン回転

数を極力低く押さえる必要があり，このためトラ

ンスミッション減速比を変更し回転数の最適化を

行い，同時にバランサを追加し不快振動の低減を
図った．

　これらにより，米国における長距離ツーリング

にかかせないフリーウェイでの適度な最高速の確

保と余裕ある追い越し加速性能を持ちながら，魅

力あるパルス感の両立が実現できた，

図2にエンジンの特長を示す．

3．1　性能向上とパルス感の両立

　まず最高出力の向上と高速での伸びを得るため

に吸気系の見直しを行った．キャブロ径をil　28か

らφ　32ヘサイズアップし，クリーナエレメントを

左右に配置することにより，必要航続距離である

200マイル以上を確保するための大きなフユーエル

タンク容量（22．5L）と，外観デザインを損なうこと

なく全体としてエアクリーナボックスを3．2Lから

9．4Lへと大型化し，通気抵抗を低減させ流入空気

量の増加を図った．次に低中速でのトルク感向上

のため，カムシャフトの吸排気イベントアングル

とリフト量の変更を行い，最大トルクの増加を図

った．この結果，べ一スであるロイヤルスターに

3．2　品質感の向上

　この種のモデルにとって，メカノイズによる不

快音は想像以上に致命的な品質感の低下となって

しまう．このため，それを極力取り除くべく各所

において見直しを図ったが，特に減大小ギヤとバ

ランサギヤおよびベベルギヤについては，ギヤの

歯加工精度や歯厚管理および組立方式など，各工

場の協力の下，チームを作り設計から製造まで各

段階において除り音などの低減を行った．また，

パルス感の演出は前述の乗る楽しみの創出ばかり

ではなく，品質感の向上にとっても重要であり，

テールパイプ径のサイズアップなどの細部を見直

すことにより，ロイヤルスターと遜色ない排気音

の歯切れよさと適度な音量を作り出すことができた．

バランサ追加
（不快振動低減〉

エレメント2ケ仕様
　（通気抵抗低減〉

‘

フロントAISシステム

桓

キャブレタロ径UP
（BDS28－→BDSR32）

カムシャフト変更：点火時期高速域進角
　　（吸排E／A変更．リフトUP6．4→7．5）

ACM発電容量UP
　（22A→29A）

　　3分割マフラ　　　　テールパイプ径UP
　（整備性．改造性UP）　　　　　　（φ25．4→φ31．8）

趣さ二コ土
リヤAISシステム

図2　エンジン特長
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・オーディオ、CD操作用リモコン

・クルーズコントロール

・ハンドルマウントアッパカウル

（CD機能拡張可能カセットオーディオ、

液晶メータ、CDアウトレット、

エイミングコントロール）

・ エアアシスト採用

フロントサスペンション

・ 高剛性ダブルクレードル

フレーム

・大容量フユーエルタンク

（22．5L）

・水冷V4型DOHC1300cc
・BDSR32mm新キャブレタ

・ 57L容量トラベルトランク

・バンク角確保に有利な

4－2マフラ

・リンク式リアサスペンション

（エアアシスト〉

図3　車体特長

口車体関係1

図3に車体関係の特長を示す．

4．1走行安定性と取り回しやすさ

　長距離ツーリングモデルとしてtフル積載，　二

人乗りでの高速走行における直進と旋回の安定性

は必須条件であり，その反面，大柄になってしま

う車体でもlii街地走行を考えた低中速（Parking　Lot

Speed）でのハンドリングも忘れてはならない要件

である．従ってまず，エンジンをヘッド懸架並び

にリジットマウントしながら高剛性ダブルクレー

ドルフレームを採川して，車体全体として岡ll性値

をヒげることにより，フロントカウルのハンドル

マウントにもかかわらず高速安定性を確保するこ

とができた．最終的な輯本全体の摘lll性値としては，

ベースとなったロイヤルスターのそれと比べ約3

倍の値である．

次に，キャスタ角をはじめとしたステアリング系

の見直しをすることにより，低中速でのふらつき

が少なく、しかも適度な軽さのあるハンドリング

を得ることができた．

4．2　豊かな居住性

　長時間の走行でも極力疲労を押さえ，快適なラ

イディングができるよう豊かな居住性を作り“ikす

ために、メインシートにはバケットシートを新設

計し，硬度（柔らかさ）だけではなく，適度な沈

み込みを作り出す伸縮b’iiのある皮樹風の表皮や、

自川度のある大きめの形状および腰への負担を軽

減する剛性のあるバックレスト構造などを採川した．

これらに加え，特に両ひざの屈曲を少なくするラ

イディングポジションを考慮した．また，パッセ

ンジャーシートにはメインシートとllil様，　f巾縮性

のある表皮と大型の座面を採i川し，メインシート

との前後間隔および後部スピーカ位置などに窮屈

感がないように配慮した．

4．3車体装備

　ツーリングモデルとして必要な車体装備に関し

てまず第1に挙げられるのは、積載性を向ヒさせ

る大型バッグ類の搭載である．バッグはすべてハ

ー ドタイプで防水性を持たせ，パッセンジャーシ

ー ト後方にトラベルトランク（容駐：57L，許容積

載・五冠：9kg）を，そして後，F一輪の左右両側にサドル

バッグ（容量：35L／f固，許容積載重匿：9kg／個）

をそれぞれ設け，さらにふた部分の開閉の際の煩

わしさを取り除くために，ワンプッシュオーブナ

を採川した．

　第2に挙げられるのは，良好なウェザープロテ

クションをもたらす上ドカウリングとウィンドス

クリーンである．ハンドルマウントされた大型
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アッパカウルは，オーディオ用MCU（Main　Control

Unit）を内蔵させ（図4），ダッシュボードには左

右両側のスピーカとカセットテープ挿入［を装備

しながら，前方視認性を確保するため新設計の液

晶デジタル式ニードル表示スピードメータを採用

した。これは，従来のメータの針の動きをLCDに

置き換え，横長でよりクラシックなイメージを強

調させている．ラジエタへの集風効果とクルーズ

コントロールユニットの収納を兼ねているアンダ

カウルは，2種類のディフレクタと合いまってラ

イダー下半身へのプロテクション効果を高めている．

また，大型のウィンドスクリーンは形状と高さを

考慮することにより，メインライダーだけではな

くパッセンジャーに対してもタービュランスを減

少させ，良好なプロテクションが保たれるように
した．

　　Aticlbt・し　　・k　1］11）tltk，r・＄m　　「一一一，

図4　オーディオ用MCU

1、1　“11TI｜ttb「ln

　第3は長距離フリーウェイ走行に欠かせないク

ルーズコントロールである．1983年に導人された

初代Ventureに搭載したシステムに対しさらにフェ

ー ルセーフの考え方を推し進め，また応答遅れを

極力最小とし速度維持性を向上させ，さらに快適

で安全な走行が楽しめるようになった．

　最後に快適なツーリング時間を過ごすためのオ

ー ディオシステムの搭載である．このオーディオ

システムは　高音質はもちろんのこと，モータサイ

クル用として小型で軽量そして防水性や耐振性に

優れ．システムの拡張性と操作性の向上を考慮し

て新開発した．機能としては，CD／MDチェンジ

ャに拡張可能なカセットステレオをはじめ，合計

24チャンネルのプリセットができるAM／FMラジオ，

前後スピーカ（定格14W×4），AUX端子がある．ま

た・40チャンネル対応のCB無線（定格出力4W／

送受信距離2．2マイル）．メインおよびパッセンジヤ

ーの会話を容易にするインターコムと前後ヘッド

セット端子（ヘルメット内スピーカおよびマイク）

を備えている．これらはハンドル左にある集中リ

モコンにて簡単に操作できるようにし，音量は車

速に応じて自動調整される．さらに後部シートに

は専用に独立したリモコン（音量調整，CB無線スイ

ッチ）を配置することにより，パッセンジャーにも

利便性を持たせるようにした，

E匿垂…iコ

5．1ACM発電容1
　前述のように本モデルは電装関係の装備が多く，

またアフタマーケットの補助機器の使用を考えると，

通常よりACM発電容量について，その能力を増強

する必要があった．しかも，各装備の使用状況を

考えた時，エンジン回転数に比例した発電量の増

加ではなく，低回転域から増加させてやる必要が

ある．このため，希一h類磁石を使用し，アイドル

回転域で約50％の発電量の増加を図った．

5．2　DCアウトレット

　このほか，ユーザーレベルでのアフタマーケッ

トのアクセサリ機器の取り付けを考慮して，シガ

レットライタタイプのDCアウトレット端子をフロ

ントパネルに装着し，またメインシート下にも外

部取り出しが容易に行えるようワイヤハーネスに

専用カプラを設けた．

・　おわりに

　アメリカンクルザーというと「LOW＆LONG」

に代表されるスタイルからくる，一種の様式美の

ようなものが先行しがちであるが，本モデルはそ

うした外観の美しさや品質感に加えて，高速長距

離ツーリングに適した「走る，曲がる，止まる」

の機能と独特なツーリング機能（バッグ，オーディ

オなど）をうまくバランスさせて作り込むことが技

術的な主題であった．果たして，現在までのマガ

ジンテストなどの結果を見る限りこの主題は達成

されたと信じており，今後はアメリカンモデルを

支える旗艦として育成させ，発展させていきたい

と考えている．
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